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中
神
琴
渓
「
生
生
堂
論
語
説
』
に
つ
い
て

Ｉ
文
献
学
・
書
誌
学
的
、
更
に
医
学
思
想
の
観
点
か
ら
Ｉ

〔
要
旨
〕
中
神
琴
渓
の
主
著
の
一
つ
「
生
生
堂
論
語
説
』
は
、
現
在
写
本
と
そ
の
覆
刻
本
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
稀
襯
本

で
あ
る
ｃ
そ
の
内
容
は
、
琴
渓
の
『
論
語
」
に
対
す
る
独
自
の
理
解
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
は
概
ね
「
字
形
」
に
よ
る

考
証
を
基
本
と
す
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
琴
渓
の
「
革
命
」
の
「
志
」
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

更
に
琴
渓
が
本
書
を
執
筆
し
た
要
因
は
、
荻
生
柤
棟
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
更
に
彼
自
身
の
見
解
を
明
ら
か
に
せ

ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
、
一
種
の
「
儒
医
同
源
」
の
思
想
が
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
解
釈
は
、
単
な

る
「
注
釈
」
の
次
元
を
遙
か
に
超
え
た
医
学
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
中
神
琴
渓
・
『
論
語
」
・
孔
子
・
『
生
生
堂
論
語
説
」
・
医
学
思
想

日
本
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理
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と
は
い
え
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
未
だ
十
分
に
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
琴
渓
は
、
い
ま
だ
”
謎
の
人
“
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
琴
渓
の
医
学
思
想
に

あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ゑ

中
神
琴
渓
（
寛
保
四
（
一
七
四
四
年
Ｉ
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
）
、
一
代
の
天
才
的
医
家
で
あ
る
。
一
時
、
吉
益
東
洞
の
門
を
く

ぐ
り
、
そ
の
教
え
を
受
け
、
彼
自
身
も
東
洞
を
尊
称
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
尚
〈
規
則
を
離
れ
〉
た
書
生
生
堂
雑
記
』
、
上
、
４
ａ
、
他
）

融
通
無
碍
の
治
療
法
を
展
開
し
、
大
い
に
実
績
を
挙
げ
、
か
の
『
日
本
医
学
史
」
に
お
い
て
「
能
く
古
医
方
の
神
髄
を
穿
ち
得
て
山
脇

東
洋
・
吉
益
東
洞
等
の
前
賢
が
言
は
ん
と
欲
せ
し
と
こ
ろ
を
言
ひ
、
成
さ
ん
と
欲
せ
し
と
こ
ろ
を
成
し
た
る
も
の
と
言
う
べ
く
、
古
医

（
１
）

方
も
是
に
至
て
大
に
備
は
れ
り
と
な
す
べ
し
」
と
称
さ
れ
る
、
文
字
通
り
、
稀
代
の
傑
物
で
あ
る
。

（
２
）

琴
渓
の
こ
の
自
在
閼
達
の
天
性
は
、
遺
体
の
解
剖
に
立
ち
会
い
、
傷
寒
・
金
置
に
縛
ら
れ
な
い
臨
機
応
変
の
処
方
を
施
し
た
こ
と
で

（
３
）

も
十
分
に
伺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
更
に
、
実
際
い
さ
さ
か
皮
肉
な
こ
と
な
が
ら
、
一
時
は
三
千
人
と
言
わ
れ
た
門
弟
に
〈
口

（
４
）

授
面
命
〉
の
教
え
を
ほ
ど
こ
し
つ
つ
も
、
彼
み
ず
か
ら
「
我
を
以
て
師
と
す
る
母
れ
」
（
肖
像
画
の
添
え
書
き
）
と
断
言
し
、
更
に
独
自

の
〈
医
道
〉
書
生
生
堂
雑
記
」
、
下
、
７
ａ
、
そ
の
他
）
を
逼
進
し
た
結
果
、
遂
に
真
の
”
中
神
流
“
の
後
継
者
は
、
畢
寛
す
る
と
こ
ろ

一
人
も
現
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
見
て
も
、
ま
た
明
け
し
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
正
に
文
字
通
り
”
一
代
“
限
り
の
天
才
で

さ
て
、
こ
の
中
神
琴
渓
が
一
体
い
か
な
る
医
学
思
想
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
上
記
の
如
き
人
物
像
か
ら
し
て
、
極

め
て
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
そ
の
医
学
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
江
戸
時
代
の
古
医
方
の
流
れ
を

明
確
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
的
医
療
観
・
医
学
思
想
の
あ
り
方
を
省
み
る
上
で
も
、
稗
益
す
る
と
こ
ろ
誠
に
大
な
り
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
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つ
い
て
、
彼
の
『
生
生
堂
雑
記
」
・
『
生
生
堂
医
證
」
・
『
生
生
堂
養
生
論
」
・
『
生
生
堂
傷
寒
約
言
」
等
の
著
書
に
お
い
て
見
ら
れ

（
＃
Ｊ
）

る
引
用
書
目
の
分
析
を
通
じ
た
考
究
は
既
に
些
か
こ
れ
を
試
み
て
い
る
が
、
い
ま
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
そ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」

に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
内
容
を
解
析
し
、
以
て
琴
渓
の
医
学
思
想
の
究
明
に
資
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
』
と
い
う
一
書
が
、
琴
渓
の
医
学
上
・
臨
床
上
の
教
え
を
説
く
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
上
記
の
諸
書
と
違

っ
て
、
特
に
『
論
語
」
一
言
に
散
見
す
る
各
章
句
に
対
す
る
琴
渓
の
注
釈
・
解
釈
と
い
う
体
裁
を
取
っ
た
著
作
で
あ
り
、
お
の
ず
と
そ

の
他
の
諸
書
と
は
、
内
容
・
体
裁
共
に
区
別
が
つ
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り

そ
も
そ
も
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
と
い
う
書
物
の
内
容
自
体
が
「
謎
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
理
屈
に
泥
み
、
治
療
の
実
績
の
挙

が
ら
ぬ
医
家
を
〈
盗
医
〉
二
生
生
堂
雑
記
』
、
下
、
６
ｂ
、
そ
の
他
）
と
決
め
付
け
、
更
に
書
物
の
字
義
典
故
の
表
面
上
の
解
釈
に
專
心

し
、
そ
の
内
容
を
み
ず
か
ら
体
現
し
な
い
学
者
を
〈
字
引
儒
者
〉
言
生
生
堂
雑
記
」
、
上
、
７
ａ
）
と
蔑
ん
だ
琴
渓
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
注
釈
・
解
釈
を
も
の
す
る
こ
と
自
体
が
、
そ
も
そ
も
彼
の
本
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
一
言

が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
体
い
か
な
る
事
情
の
な
せ
る
所
で
あ
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

今
、
些
か
結
論
を
先
取
り
し
て
述
べ
れ
ば
、
先
行
す
る
幾
多
の
注
釈
書
・
解
釈
書
は
ｌ
そ
の
訓
詰
学
、
考
証
学
的
意
義
の
重
要
性
は

さ
て
お
き
、
飽
く
ま
で
も
琴
渓
の
意
識
に
お
い
て
ｌ
医
学
的
実
践
を
積
み
、
お
の
が
〈
医
道
〉
の
〈
妙
所
〉
含
生
生
堂
雑
記
」
、
上
、
ｌ

８
ａ
）
を
体
得
し
た
上
で
そ
の
切
実
な
真
実
を
背
景
に
、
孔
子
の
発
言
を
体
認
し
、
真
の
「
儒
医
」
と
し
て
活
躍
す
る
彼
に
と
っ
て
、

十
分
に
満
足
で
き
る
も
の
で
な
く
、
自
分
こ
そ
孤
高
の
思
想
的
実
践
家
孔
子
の
心
情
・
本
意
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
負
の
基

も
の
さ
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
一
言
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
、
先
ず
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
の
体
裁
に
つ
い
て
書
誌
学
・
文
献
学
的
に
概
観
し
、
続
い
て
そ
の
内
容
の
解
析
を

行
な
い
、
そ
れ
を
琴
渓
の
医
学
思
想
の
脈
絡
に
お
い
て
敷
桁
し
、
以
っ
て
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
一
言
の
医
学
思
想
的
意
義
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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既
に
些
か
触
れ
た
通
り
、
琴
渓
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
は
、
ひ
と
り
「
論
語
』
の
章
句
に
つ
い
て
の
琴
渓
の
注
釈
・
コ
メ
ン
ト
を
綴

る
と
い
う
点
に
お
い
て
彼
の
著
作
の
中
に
お
い
て
異
色
の
一
書
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
概
ね
以
下
の
如
き
特

色
が
あ
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
の
『
論
語
」
の
章
句
解
読
に
お
け
る
特
質
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

中
神
琴
渓
の
『
生
生
堂
論
語
説
』
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
写
本
し
か
伝
わ
ら
な
い
。
筆
者
が
確
認
し
え
た
も
の
は
早
稲
田
大
学
中
央
図

書
館
所
蔵
の
同
書
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
文
化
十
五
二
八
一
八
）
年
、
森
政
利
の
手
に
な
る
も
の
で
、
一
巻
、
三
七
葉
、
二
四
・

一
セ
ン
チ
×
一
七
・
一
セ
ン
チ
、
四
周
単
辺
、
有
界
毎
半
葉
、
一
○
行
、
行
一
九
字
の
手
紗
本
で
あ
る
。

（
６
）

こ
れ
と
は
別
に
、
中
神
良
太
に
よ
る
復
刻
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
神
良
平
の
手
に
な
る
手
紗
本
（
そ
れ
自
体
は
戦
災
で
焼
失
）
を
カ

ー
ボ
ン
紙
に
よ
っ
て
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
非
常
に
鮮
明
な
複
写
本
で
あ
り
、
内
容
的
に

も
、
先
に
触
れ
た
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本
と
比
較
し
て
、
多
少
の
字
句
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
（
内
容
的
に
は
全
く
問
題
な

く
）
、
ほ
ぼ
同
一
の
原
本
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
、
上
記
二
本
を
比
較
し
つ
つ
、
し
か
し
基
本
的
に
は
中
神
良
太
の
復
刻
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
の
内
容
に

つ
い
て
、
い
さ
さ
か
こ
れ
を
解
析
し
て
ゆ
き
た
い
。
先
に
触
れ
た
通
り
、
極
め
て
鮮
明
な
複
写
で
あ
り
、
か
つ
簡
便
で
見
や
す
く
、
か

つ
、
こ
れ
ま
た
先
に
触
れ
た
先
達
の
優
れ
た
研
究
が
こ
の
複
写
本
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
分
章
番
号
も
そ
れ
に
倣
う
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。

二
、
「
生
生
堂
論
語
説
』
の
記
述
の
特
徴

一
、
『
生
生
堂
論
語
説
」
の
体
裁
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（
７
）伽

、
孔
子
之
言
行
仰
之
彌
高
讃
之
彌
堅
贈
之
在
前
忽
焉
在
後
・
・
・
顔
子
之
嘆
亦
不
宜
乎
（
孔
子
の
言
行
、
之
を
仰
げ
ば

彌
々
高
く
、
之
を
讃
（
き
）
れ
ば
、
彌
々
堅
し
。
之
を
贈
る
に
前
に
在
れ
ば
、
忽
焉
と
し
て
後
に
在
り
。
…
顔
子

の
嘆
亦
宜
な
ら
ず
や
。
）

『
論
語
」
、
「
郷
党
篇
」
冒
頭
の
「
孔
子
於
郷
党
恂
恂
如
也
・
・
・
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
琴
渓
は
「
孔
子
於
郷
党
恂
恂
如
也
…
」
と
い
う
「
郷
党
」
（
古
里
・
郷
里
）
に
お
け
る
孔
子
の
様
々
な
態
度
に
つ
い
て

記
述
す
る
『
論
語
」
の
原
文
に
対
し
て
、
同
じ
く
『
論
語
』
、
「
子
竿
篇
」
の
「
（
顔
淵
、
唱
然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
く
）
之
を
仰
げ
ば
彌
々

高
く
、
…
」
を
引
い
て
、
そ
の
内
容
を
敷
術
し
て
い
る
。
「
論
語
」
を
以
て
「
論
語
』
を
解
す
、
と
言
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
典

（
Ｎ
）

解
釈
の
基
本
で
あ
り
、
ま
た
王
道
で
も
あ
る
が
、
既
に
他
所
で
も
些
か
指
摘
し
た
通
り
、
暗
唱
す
る
ほ
ど
に
「
論
語
」
を
熟
読
し
、
そ

の
内
容
に
精
通
し
て
い
た
琴
渓
な
ら
で
は
の
所
為
で
あ
る
。

孔
子
の
徳
を
称
え
る
顔
淵
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、
『
論
語
」
、
「
郷
党
篇
」
の
一
節
を
敷
行
す
る
文
面
を
見
れ
ば
、
こ
の
一
文
に
対
す

る
琴
渓
の
考
え
方
、
延
い
て
は
孔
子
観
も
、
お
の
ず
と
明
け
し
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

１
、
「
論
語
」
や
そ
の
他
の
中
国
の
古
典
の
知
識
を
背
景
に
、
琴
渓
の
信
念
に
従
っ
て
彼
独
自
の
解
釈
を
主
張
す
る
も
の
。

ａ
、
「
論
語
』
の
記
述
を
敷
術
し
つ
つ
解
釈
を
行
な
う
も
の
。

43
､

郷
党
一
篇
記
孔
子
之
言
行
母
意
母
必
母
固
母
我
而
動
容
周
旋
皆
中
於
礼
実
孔
子
日
吾
無
行
而
不
与
二
三
子
者
…

（
郷
党
一
篇
は
、
孔
子
の
言
行
、
意
な
く
必
な
く
固
な
く
我
な
く
し
て
、
動
容
周
旋
、
皆
礼
に
中
（
あ
た
）
る
を

記
す
。
孔
子
曰
く
、
吾
行
な
う
と
し
て
二
三
子
と
与
（
と
も
）
に
せ
ざ
る
者
な
し
、
と
。
…
）
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弱
、
孔
子
嘗
日
自
古
皆
有
死
民
不
信
不
立
有
若
之
言
亦
是
也
〈
孔
子
嘗
て
曰
く
、
古
よ
り
皆
死
あ
り
。
民
に
信
な
く
ん

ば
立
た
ず
、
と
。
有
若
の
言
、
又
是
な
り
。
）

「
論
語
」
、
「
顔
淵
篇
」
の
「
哀
公
問
於
有
若
日
…
」
の
一
節
に
つ
い
て
の
長
い
解
説
文
中
に
お
け
る
、
「
論
語
」
、
「
顔
淵
篇
」
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。
琴
渓
の
引
用
は
、
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
殆
ど
暗
唱
す
る
ほ
ど
に
『
論
語
」
を
熟
読
し
て
い
た

琴
渓
に
と
っ
て
、
『
論
語
」
の
言
葉
は
、
正
に
彼
自
身
の
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

家
翌
聖
、
「
郷
党
篇
」
の
「
沽
酒
市
鯆
不
食
…
」
に
つ
い
て
、
同
じ
く
『
論
語
」
、
「
子
聿
篇
」
の
「
（
子
、
四
を
絶
つ
）
、
意
な
く
必
な

く
…
」
と
、
更
に
、
同
、
「
述
而
篇
」
の
「
…
吾
行
な
う
と
し
て
二
三
子
と
与
〈
と
も
）
に
せ
ざ
る
者
な
し
。
」
を
引
用
し
て
、
そ
の
内

容
を
敷
術
し
て
い
る
。
孔
子
の
日
常
的
な
言
行
を
記
述
す
る
「
郷
党
篇
」
の
一
節
に
つ
い
て
、
そ
の
孔
子
の
言
行
が
極
め
て
的
を
射
た
、

臨
機
応
変
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ご
く
自
然
に
「
論
語
」
の
章
句
を
引
い
て
例
証
す
る
の
で
あ
る
。

『
論
語
」
一
書
は
琴
渓
の
愛
読
書
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
一
書
を
熟
読
玩
味
し
、
殆
ど
暗
唱
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
も
彼
の
読
み
は
、
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
こ
の
引
例
の
如
く
、
一
つ
の
章
句
の
解
説
に
二
つ
以
上
の
章
句
の
文
章
を
自
在
に

引
用
す
る
こ
と
は
、
正
に
琴
渓
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
『
論
語
」
一
言
は
琴
渓
の
思
索
の
糸
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

師
、
孔
子
日
億
斗
笛
之
人
何
足
算
也
由
是
観
之
…
（
孔
子
曰
く
、
億
〈
あ
あ
）
斗
符
の
人
、
何
ぞ
算
う
る
に
足
ら
ん
や
、

と
。
是
に
由
り
て
之
を
観
る
に
…
）

「
論
語
」
、
「
子
路
篇
」
の
「
子
路
問
政
…
」
の
一
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
「
論
語
」
、
「
子
路
篇
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ

こ
も
琴
渓
の
長
い
解
説
文
中
に
お
け
る
、
極
め
て
自
然
な
、
そ
し
て
洵
に
琴
渓
独
自
の
読
み
に
基
づ
く
引
用
で
あ
る
。
琴
渓
ら
し
い
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錨
、
子
謂
仲
弓
日
華
牛
之
子
鮮
且
角
錐
欲
勿
用
山
川
其
捨
諸
司
馬
牛
憂
日
人
皆
有
兄
弟
我
独
亡
子
夏
日
商
聞
実
死
生
有

命
富
貴
在
天
君
子
敬
而
無
失
与
人
恭
而
有
礼
四
海
之
内
皆
為
兄
弟
也
是
皆
有
教
無
類
之
謂
也
〈
子
、
仲
弓
を
謂
い

て
曰
く
、
華
牛
の
子
、
辞
〈
あ
か
）
く
し
て
且
つ
角
あ
ら
ば
、
用
う
る
こ
と
勿
か
ら
ん
と
欲
す
と
錐
も
、
山
川
其

れ
捨
て
ん
や
、
と
。
司
馬
牛
、
憂
え
て
曰
く
、
人
皆
兄
弟
あ
り
。
我
独
り
亡
し
、
と
。
子
夏
曰
く
、
商
聞
く
、
死

生
、
命
あ
り
、
富
貴
天
に
在
り
、
と
。
君
子
は
敬
し
て
失
な
く
、
人
と
恭
々
し
く
し
て
礼
あ
ら
ば
、
四
海
の
内
、

皆
兄
弟
た
り
、
と
。
是
れ
皆
教
あ
り
て
類
な
し
の
謂
い
な
り
。
）

「
論
語
』
、
「
衛
霊
公
篇
」
の
「
子
日
、
有
教
無
類
、
」
に
つ
い
て
、
琴
渓
は
、
「
論
語
」
、
「
雍
也
篇
」
の
「
子
、
仲
弓
を
謂
い
て
曰
く
…
」

と
、
同
、
「
顔
淵
篇
」
の
「
司
馬
牛
、
憂
え
て
曰
く
…
」
の
二
文
を
引
い
て
例
証
し
、
「
是
れ
皆
教
あ
り
て
類
な
し
の
謂
い
な
り
。
」
と
結

ぶ
。
琴
渓
の
『
論
語
」
解
読
は
、
か
く
適
確
で
あ
り
、
ま
た
分
か
り
易
い
。
彼
の
『
論
語
」
理
解
の
真
骨
頂
を
如
実
に
窺
わ
せ
る
好
例

で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
論
語
」
解
説
の
二
回
が
、
よ
く
窺
え
る
一
文
で
あ
る
。

吃
、
…
此
章
正
与
詩
相
鼠
有
体
人
而
無
礼
人
而
無
礼
胡
不
祢
死
相
発
（
…
此
の
章
正
に
詩
の
鼠
を
相
く
み
）
る
に
体
あ

り
、
人
に
し
て
礼
な
し
、
人
に
し
て
礼
な
く
ん
ば
胡
ぞ
祢
（
す
み
や
）
か
に
死
せ
ざ
る
、
と
相
発
す
。
）

『
論
語
」
、
「
八
梢
篇
」
の
「
子
日
、
夷
狄
之
有
君
…
」
の
一
文
に
つ
い
て
、
『
詩
経
』
、
「
郎
風
」
、
「
相
鼠
」
の
一
節
を
引
い
て
例
証
す
る
。

（
リ
）

既
に
先
達
も
指
摘
す
る
通
り
、
『
論
語
」
原
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
具
体
的
な
読
み
を
し
て
い
る
。
琴
渓
の
「
熟

ｂ
、
そ
の
他
の
中
国
の
古
典
の
記
述
を
背
景
に
解
釈
を
行
な
う
。
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２
、
字
形
の
相
似
を
以
て
、
所
謂
「
魯
魚
の
誤
り
」
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
。
以
下
の
四
例
に
見
え
る
琴
渓
の
考
証
の
当
否
は
、
い
ま

暫
く
措
く
と
し
て
（
私
見
と
し
て
は
、
５
８
以
外
は
、
明
快
で
正
当
な
考
証
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
、
以
下
の
四
例
を
始
め
と
す
る
、
琴

渓
の
こ
の
よ
う
な
考
証
は
、
要
す
る
に
、
先
ず
第
一
に
、
琴
渓
の
「
論
語
」
理
解
の
深
さ
と
正
確
さ
を
物
語
る
も
の
で
る
が
、
そ
れ
と
同

時
に
、
（
後
に
触
れ
る
祖
棟
の
「
音
読
」
と
対
比
し
て
）
琴
渓
が
『
論
語
」
の
原
文
を
、
所
謂
「
漢
文
訓
読
」
で
読
ん
で
い
た
、
従
っ
て
、

漢
字
の
解
釈
も
そ
の
発
音
で
な
く
、
寧
ろ
字
形
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
の

（
川
）

以
下
、
実
際
に
、
そ
の
諸
例
を
挙
げ
て
み
る
。
な
お
、
以
下
四
例
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
達
の
解
析
が
あ
る
。
私
見
も
、
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
の
で
、
詳
細
な
分
析
は
割
愛
す
る
。
こ
の
小
論
の
論
点
は
、
寧
ろ
上
記
の
通
り
、
そ
れ
が
琴
渓
の
「
漢
文
訓
読
」
（
音
読

で
な
く
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
Ｉ
そ
れ
は
こ
の
「
生
生
堂
論
語
壷
に
お
け
る
琴
渓
の
謂
語
」
解
読
の

一
つ
の
特
質
で
あ
っ
た
ｌ
そ
し
て
、
更
に
そ
れ
が
彼
の
信
念
に
基
づ
く
『
論
語
」
理
解
の
実
際
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
こ

“
、
左
伝
文
公
六
年
経
云
閏
月
不
告
月
杜
注
云
…
（
左
伝
文
公
六
年
、
経
に
云
う
、
閏
月
、
月
を
告
げ
ず
、
と
。
杜
注

に
云
う
、
…
）

「
論
語
」
、
「
郷
党
篇
」
の
「
吉
月
必
朝
服
而
朝
、
」
の
一
節
の
「
吉
月
」
の
「
吉
」
を
「
告
」
の
誤
り
で
あ
る
と
見
て
、
そ
の
こ
と
を

例
証
す
る
た
め
の
引
例
で
あ
る
。
「
吉
」
Ⅱ
「
告
」
の
当
否
は
、
い
ま
暫
く
措
く
と
し
て
、
琴
渓
の
着
眼
は
適
切
で
あ
り
、
そ
の
例
証
も

明
快
で
、
的
を
射
て
い
る
。
琴
渓
が
、
「
論
語
」
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
多
く
の
中
国
古
典
を
読
ん
で
い
た
事
実
を
伺
わ
せ
る
好
例
で

あ
る
。

で
あ
る
。

読
玩
味
」
の
実
際
を
ｌ
す
な
わ
ち
、
そ
の
深
く
適
切
な
読
解
の
実
際
を
ｌ
如
実
に
物
語
る
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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そ
が
要
訣
な
の
で
あ
る
。

記
、
仁
当
作
行
（
仁
当
に
行
に
作
る
べ
し
。
）

「
論
語
」
、
「
子
路
篇
」
の
「
奨
遅
問
仁
、
…
」
の
「
仁
」
を
「
行
」
の
誤
り
と
す
る
考
証
で
あ
る
。
既
に
一
言
触
れ
た
通
り
、
こ
の
説

は
些
か
無
理
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
い
ま
問
題
な
の
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
琴
渓
は
、
お
の
が

親
試
実
験
に
基
づ
く
「
論
語
」
の
解
釈
を
、
彼
の
信
念
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
今
そ
の
考
証
の
当
否
は
問
題
に
し
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
琴
渓
の
〈
医
道
〉
を
背
景
と
す
る
「
論
語
」
の
読
み
方
こ
そ
が
、
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
後
に
も
述
べ
る
通
り
、
琴
渓
「
生
生
堂
論
語
説
」
執
筆
の
一
因
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

虹
、
吉
当
作
告
蓋
字
之
誤
突
（
吉
当
に
告
に
作
る
べ
し
。
蓋
し
字
の
誤
り
な
ら
ん
。
）

既
に
些
か
触
れ
た
通
り
、
『
論
語
」
、
「
郷
党
篇
」
の
「
吉
月
必
朝
服
而
朝
、
」
の
「
吉
」
を
「
告
」
の
誤
り
と
見
る
考
証
で
あ
る
。
以

上
の
三
例
に
お
け
る
琴
渓
の
読
み
は
正
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
琴
渓
の
『
論
語
」
理
解
の
深
さ
と
正
確
ざ
を
、
良
く
物
語
る
記
述
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。 訂

、
意
字
当
作
臆
字
…
（
意
字
、
当
に
臆
字
に
作
る
べ
し
。
…
）

「
論
語
」
、
「
子
季
篇
」
の
「
子
絶
四
、
母
意
、
…
」
の
「
意
」
を
「
臆
」
の
誤
り
と
す
る
考
証
で
あ
る
。

弘
、
愚
按
莫
疑
当
作
謨
…
（
愚
按
ず
る
に
、
莫
疑
う
ら
く
は
当
に
謨
に
作
る
べ
し
…
）

『
論
語
』
、
「
述
而
篇
」
の
「
子
日
、
文
莫
吾
猶
人
也
、
…
」
の
「
莫
」
を
「
謨
」
の
誤
り
と
見
る
考
証
で
あ
る
。
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週
、
孔
子
志
在
於
革
命
…
（
孔
子
の
志
、
革
命
に
在
り
…
）

「
論
語
」
、
「
八
恰
篇
」
の
「
子
日
、
周
監
於
二
代
、
…
」
の
一
文
に
つ
い
て
、
事
細
か
く
説
明
し
、
最
後
に
「
学
者
不
可
不
知
也
」
と

結
ぶ
コ
メ
ン
ト
の
中
に
見
え
る
発
言
で
あ
る
。
孔
子
の
心
中
を
〈
革
命
〉
に
見
て
取
り
、
そ
の
発
言
（
Ⅱ
周
監
於
二
代
、
・
・
ゞ
）
を
、
こ

の
脈
絡
で
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孔
子
の
心
意
気
に
共
鳴
し
、
そ
こ
に
お
の
が
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
い
る
心
情
が
窺
わ
れ

る
所
で
あ
る
。

３
、
孔
子
を
一
人
の
「
革
命
家
」
と
見
倣
し
、
そ
れ
を
己
に
見
立
て
て
い
る
こ
と
。
上
記
二
点
が
、
琴
渓
の
「
論
語
」
原
文
の
解
釈

に
絡
む
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
の
、
謂
わ
ば
文
献
学
的
・
考
証
学
的
側
面
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
寧
ろ
、
そ
の

内
容
的
な
側
面
に
お
け
る
一
特
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
、
そ
し
て
当
時
の
〈
盗
医
〉
に
は
目
も
く
れ
ず
、
只
ひ
た
す
ら
、
お

の
が
卓
越
し
た
見
解
と
融
通
無
碍
の
治
療
法
を
独
自
に
展
開
す
る
琴
渓
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
姿
を
、
周
室
の
復
興
に
命
を
懸
け
た
ｌ

ｌ
こ
れ
が
琴
渓
の
所
謂
「
孔
子
の
革
命
」
で
あ
る
ｌ
孔
子
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
孔
子
の

「
革
命
」
と
琴
渓
の
考
え
る
「
革
命
」
と
、
更
に
先
行
す
る
諸
家
の
謂
う
そ
れ
と
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
経
書
学
的
問
題
は
、
い

ま
一
切
問
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
に
謂
わ
せ
れ
ば
〈
字
引
儒
者
〉
の
問
題
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
琴
渓
の
こ
の
よ
う
な
意
識
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
孔
子
の
境
遇
と
ひ
た
む
き
な
言
行
に
、
琴
渓
は
大
い
に
共
感
し
つ
つ
「
論
語
」
を
読
み
、
そ
の
孤
高
と
信
念
を
共
有
し
、

孔
子
の
心
情
・
真
意
を
誠
に
理
解
し
え
て
い
る
の
は
彼
自
身
で
あ
る
と
い
う
自
負
の
も
と
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
を
も
の
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
諸
例
で
あ
る
。

15
､

・
・
管
仲
之
大
器
而
孔
子
小
之
或
人
疑
問
不
亦
宜
乎
孔
子
終
不
言
所
以
小
之
者
以
革
命
之
事
不
可
言
也
（
管
仲
の
大

器
に
し
て
、
孔
子
之
を
小
と
す
。
或
は
人
疑
問
す
る
も
、
亦
宜
べ
な
ら
ず
や
。
孔
子
終
に
之
を
小
と
す
る
所
以
の
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詔
、
方
今
儒
者
其
行
放
逸
…
如
此
則
可
謂
盗
儒
也
（
方
今
の
儒
者
、
其
の
行
な
い
放
逸
に
し
て
、
…
此
く
の
如
く
な
れ

ば
則
ち
盗
儒
と
謂
う
べ
き
な
り
。
）

『
論
語
」
、
「
雍
也
篇
」
の
「
子
謂
子
夏
日
、
女
為
君
子
儒
、
…
」
に
つ
い
て
の
琴
渓
の
解
説
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
通
り
、
琴
渓
に
と
っ

て
「
儒
」
は
す
な
わ
ち
「
医
」
で
あ
っ
た
。
大
い
な
る
〈
志
〉
を
持
っ
た
「
君
子
」
の
「
医
」
Ｔ
儒
）
と
な
れ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
謂

う
と
こ
ろ
の
（
〈
志
〉
の
低
い
）
「
小
人
の
儒
（
Ⅱ
医
匡
を
〈
盗
儒
〉
と
称
し
て
非
難
す
る
。
こ
れ
ま
た
洵
に
琴
渓
ら
し
い
発
言
で
あ
る
。

者
を
言
わ
ず
。
革
命
の
事
、
言
う
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
。
）

「
論
語
」
、
「
八
情
篇
」
の
「
子
日
、
管
仲
之
器
小
哉
、
…
」
の
一
節
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
孔
子
の
真
意
は
、
〈
革
命
〉
と

い
う
大
事
に
比
べ
れ
ば
、
管
仲
の
興
業
も
「
小
さ
い
」
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
所
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
正
に
そ
の
孔
子
の
真
意

が
分
か
る
ｌ
つ
ま
り
、
そ
の
孔
子
の
真
意
が
分
か
る
の
は
、
同
じ
く
〈
革
命
〉
に
志
す
こ
の
自
分
一
人
だ
け
で
あ
る
ｌ
と
、
敷
桁

し
、
孔
子
の
「
志
」
を
真
に
知
る
も
の
と
し
て
の
自
負
を
綴
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
医
学
界
に
飽
き
た
ら
ず
、
彼
独
自
の
〈
医
道
〉
を
、

親
試
実
験
、
開
拓
し
て
実
践
す
る
琴
渓
は
、
か
く
し
て
、
孔
子
を
一
個
の
「
革
命
家
」
と
見
な
し
、
そ
こ
に
お
の
が
姿
を
重
ね
合
わ
せ

て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
そ
の
よ
う
な
大
い
な
る
〈
志
〉
を
称
え
る
、
正
に
琴
渓
ら
し
い
発
言
も
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

”
、
顔
子
之
賢
…
所
志
大
故
也
（
顔
子
の
賢
な
る
、
…
志
す
所
大
な
る
が
故
な
り
。
）

『
論
語
」
、
「
雍
也
篇
」
の
「
子
日
、
賢
哉
回
也
、
…
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
。
こ
こ
で
、
琴
渓
は
、
孔
子
が
「
賢
な
る
か
な
回
や
！
…
」

と
、
文
字
通
り
手
放
し
で
賞
賛
す
る
顔
回
の
徳
を
〈
志
〉
の
「
大
き
」
さ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
「
革
命
」
の
〈
志
〉
の
大
き
さ
を
こ

そ
重
視
す
る
琴
渓
の
考
え
方
が
明
確
に
窺
わ
れ
る
一
句
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
一
句
に
つ
い
て
、
琴
渓
は
、
要
す
る
に
、
こ
れ
を
曽
点
の
〈
志
〉
の
大
き
さ
か
ら
で
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
釈
の
文
中
に
、
何
度
も
「
革
命
」
、
「
革
命
」
と
繰
り
返
す
。
『
論
語
」
の
本
来
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
い
ま
暫

く
措
く
と
し
て
、
「
革
命
」
に
〈
志
〉
す
る
琴
渓
が
、
そ
の
、
謂
わ
ぱ
「
先
達
」
と
し
て
孔
子
を
捉
え
、
そ
の
言
行
に
お
の
が
姿
を
重
ね

合
わ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
如
実
に
窺
え
る
一
句
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
論
語
」
、
｜
先
進
篇
」
の
一

曽
点
だ
け
が
、
些
か
場
違
い
聾

に
与
す
る
場
面
を
描
い
た
記
聖

者
」
（
「
孟
子
』
、
「
尽
心
下
篇

内
容
を
湛
え
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
琴
渓
「
生
生
堂
論
語
説
」
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。
そ
れ
は
、
要
す
る
に
、
琴
渓
の
、
「
論
語
」
を
始
め
と
す
る
中

国
古
典
に
対
す
る
、
豊
か
な
読
書
量
と
深
い
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
中
国
古
典
を
「
漢
文
訓
読
」
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い

た
琴
渓
な
ら
で
は
の
「
字
形
」
に
よ
る
考
証
の
形
式
を
借
り
た
意
思
の
表
明
で
あ
り
、
か
つ
琴
渓
の
「
革
命
」
の
〈
志
〉
を
綴
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
琴
渓
が
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
を
ｌ
い
わ
ゆ
る
口
訣
と
は
言
え
Ｉ
著
し

た
要
因
に
つ
い
て
更
に
考
え
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
の
内
容
の
特
質
が
更
に
明
ら
か
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
琴
渓
の
医
学
思
想
の
本
質
に
一
層
迫
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

妬
、
…
今
知
曾
点
之
志
大
其
歎
不
亦
宜
乎
（
…
今
知
る
曾
点
の
志
大
な
り
。
其
の
歎
ず
る
こ
と
、
亦
宜
な
ら
ず
や
。
）

「
論
語
」
、
「
先
進
篇
」
の
「
点
爾
如
何
、
…
」
の
一
章
句
ｌ
つ
ま
り
、
孔
子
が
何
人
か
の
弟
子
達
に
各
々
の
〈
志
〉
を
問
う
た
際
、

曽
点
だ
け
が
、
些
か
場
違
い
な
、
更
に
言
え
ば
、
「
論
語
」
に
お
い
て
異
質
の
、
政
治
の
世
界
を
超
脱
し
た
答
え
を
述
べ
、
孔
子
が
そ
れ

に
与
す
る
場
面
を
描
い
た
記
述
Ｉ
に
対
す
る
琴
渓
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
『
論
語
」
中
に
お
い
て
最
長
の
こ
の
一
句
は
、
孟
子
に
「
狂

者
」
（
「
孟
子
』
、
「
尽
心
下
篇
二
と
称
さ
れ
た
曽
点
の
、
ま
る
で
自
分
勝
手
な
回
答
を
孔
子
が
推
賞
す
る
と
い
う
、
い
さ
さ
か
謎
め
い
た
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１
、
荻
生
祖
棟
の
「
論
語
』
解
釈
を
読
み
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
尚
い
ま
だ
飽
き
足
ら
ず
、
更
に
彼
自
身
の
見
解
を
明
ら
か

に
せ
ん
と
す
る
も
の
。
そ
れ
も
た
だ
単
に
祖
棟
と
同
一
の
脈
絡
で
、
す
な
わ
ち
、
単
な
る
考
証
学
的
観
点
か
ら
、
新
た
な
字
義
典
故
の

解
釈
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
既
に
些
か
触
れ
た
通
り
、
〈
仁
〉
の
志
を
支
え
に
、
〈
礼
〉
の
実
践
を
通
じ
て
、
難
難
辛
苦
に
独
り
立

ち
向
か
う
孔
子
の
孤
高
の
心
情
・
真
意
が
分
か
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
一
人
医
術
に
精
進
し
、
そ
の
鍛
錬
を
背
景
に
、
お
の
が
〈
医
道
〉

を
体
現
す
る
孤
高
の
志
を
持
つ
自
分
一
人
な
の
だ
、
と
い
う
自
負
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
。
例
え
ば
、
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」

（
Ⅲ
）

中
に
見
ら
れ
る
、
多
数
の
但
棟
説
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
《
肥
、
鋤
、
配
、
型
、
記
、
弱
等
）
は
、
こ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語

さ
て
、
琴
渓
が
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
を
著
し
た
、
主
た
る
要
因
と
し
て
Ｉ
言
う
ま
で
も
な
く
、
琴
渓
に
と
っ
て
『
論
語
」
が

最
重
要
の
中
国
古
典
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
別
と
し
て
Ｉ
概
ね
、
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ず
第
一
に
、

フ
③

伝

そ
し
て
又
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
の
序
文
に
お
い
て
、
琴
渓
自
身
が
、

幸
医
理
学
之
沈
癒
而
蹟
聖
教
之
寿
域
者
採
翁
之
賜
也
…
難
然
翁
亦
有
小
癖
其
意
似
以
本
邦
之
礼
楽
政
刑
欲
為
如
中
華
予

則
不
然
夫
聖
人
之
道
活
術
也
…
臨
機
応
変
以
活
用
之
可
突
若
夫
読
論
語
者
無
已
則
従
論
語
徴
可
也
然
而
其
説
間
亦
有
誤

者
予
故
抄
出
而
為
之
説
名
生
生
堂
論
語
説
以
示
門
人
云
爾
（
幸
い
に
理
学
の
沈
病
を
医
し
て
、
聖
教
の
寿
域
に
跨
り
し

は
棟
翁
の
賜
な
り
。
・
・
・
然
り
と
錐
も
翁
も
亦
小
癖
あ
り
。
其
の
意
、
本
邦
の
礼
楽
政
刑
を
以
て
中
華
の
如
く
為
さ
ん
と

欲
す
る
に
似
た
り
。
予
は
則
ち
然
ら
ず
。
夫
れ
聖
人
の
道
は
活
術
な
り
。
…
臨
機
応
変
、
以
て
之
を
活
用
し
て
可
な
り
。

三
、
『
生
生
堂
論
語
説
」
執
筆
の
要
因
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２
、
一
種
の
「
儒
医
同
源
」
の
考
え
方
に
根
差
す
も
の
。
す
な
わ
ち
、
序
文
に
、

夫
因
典
籍
而
修
業
者
儒
也
僧
也
医
也
（
夫
れ
典
籍
に
因
り
て
修
業
す
る
者
は
、
儒
な
り
、
僧
な
り
、
医
な
り
。
）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
琴
渓
の
筆
致
は
、
〈
医
〉
も
〈
典
籍
に
因
り
て
業
を
修
む
る
者
〉
の
中
に
入
れ
て
も
の
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

彼
の
意
識
と
し
て
、
〈
医
〉
と
〈
儒
〉
は
、
い
ず
れ
も
先
達
の
教
言
を
模
範
と
し
て
修
行
に
こ
れ
励
む
と
い
う
点
で
、
同
一
の
脈
絡
を
持

つ
人
間
的
営
為
で
あ
り
、
『
論
語
」
を
読
む
こ
と
は
、
決
し
て
単
な
る
「
教
養
」
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
〈
医
〉
と
同
様
に
、
彼
の
「
本
業
」

（
胞
一

な
の
で
あ
っ
た
。

若
し
夫
れ
論
語
を
読
む
者
は
、
已
む
な
く
ん
ば
則
ち
論
語
徴
に
従
い
て
可
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
説
、
間
々
に
亦
誤
れ

る
者
あ
り
。
予
、
故
に
抄
出
し
て
之
が
説
を
為
し
、
生
生
堂
論
語
説
と
名
づ
け
て
以
て
門
人
に
示
す
と
云
爾
。
）

と
明
言
す
る
通
り
で
あ
る
。
荻
生
祖
棟
の
儒
者
と
し
て
の
一
般
的
評
価
は
別
と
し
て
、
飽
く
ま
で
琴
渓
の
意
識
と
し
て
は
、
祖
棟
も

所
詮
は
〈
礼
楽
政
刑
〉
の
字
義
典
故
に
泥
む
く
字
引
儒
者
〉
に
過
ぎ
ず
、
孔
子
の
心
情
・
真
意
に
は
ま
だ
ま
だ
達
し
て
い
な
い
と
映
る

の
で
あ
っ
た
。
琴
渓
の
〈
志
〉
は
、
そ
の
点
で
、
祖
棟
の
考
え
と
は
遙
か
に
異
な
る
次
元
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
第
二
に
、

で
あ
る
。

読
書
欲
学
於
道
則
勉
修
六
経
論
語
直
就
其
経
文
而
思
之
思
之
則
神
其
通
之
而
後
亦
足
以
知
先
王
之
道
突
く
書
を
読
み
て

道
を
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
六
経
論
語
を
勉
修
し
、
直
ち
に
其
の
経
文
に
就
き
て
之
を
思
え
。
之
を
思
え
ば
則
ち

神
其
れ
之
に
通
じ
、
而
る
後
に
亦
以
て
知
先
王
の
道
を
知
る
に
足
ら
ん
。
）

と
言
っ
て
、
彼
の
〈
読
書
〉
が
、
そ
の
所
謂
〈
医
道
〉
の
〈
神
〉
ｌ
神
髄
Ｉ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
の

そ
れ
故
に
こ
そ
、
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即
ち
、
言
い
換
え
れ
ば
、
医
術
の
修
行
と
い
う
身
体
的
鍛
錬
を
積
ん
で
、
人
間
存
在
の
深
層
を
開
拓
し
、
そ
こ
に
存
在
世
界
の
形
而

上
学
的
真
相
を
体
現
し
、
そ
れ
を
〈
医
道
〉
の
〈
妙
〉
と
称
し
て
敷
桁
す
る
琴
渓
に
だ
け
見
え
る
「
何
か
」
が
、
中
国
の
古
典
に
お
け

（
Ⅸ
）

る
孔
子
や
そ
の
他
の
聖
人
の
口
を
借
り
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
何
か
」
が
彼
に
は
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
祖
棟
を

初
め
と
す
る
諸
家
の
注
釈
書
に
は
十
分
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
琴
渓
に
は
ど
う
に
も
堪
え
難
き
不
備
な
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の

う
の
次
元
の
〈
真
月
〉
聖

看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
又
、
極
め
て
琴
渓
ら
し
い
次
の
よ
う
な
一
文
に
お
い
て
敷
術
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

不
可
拠
注
解
諸
書
而
以
思
之
也
夫
注
解
諸
書
之
於
説
道
譽
猶
月
映
水
也
…
真
月
者
何
也
於
儒
則
治
国
平
天
下
是
也
於
佛

則
断
煩
悩
而
求
菩
提
是
也
於
医
則
駆
邪
毒
而
全
天
命
是
也
（
注
解
の
諸
害
に
拠
り
て
以
て
之
を
思
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

夫
れ
注
解
の
諸
書
の
道
を
説
く
こ
と
に
於
け
る
や
、
書
え
ば
猶
お
月
の
水
に
映
ず
る
が
ご
と
き
な
り
。
…
真
月
と
は
何

ぞ
や
。
儒
に
於
い
て
は
則
ち
治
国
平
天
下
、
是
れ
な
り
。
佛
に
於
い
て
は
則
ち
煩
悩
を
断
ち
て
菩
提
を
求
む
る
こ
と
、

是
れ
な
り
。
医
に
於
い
て
は
則
ち
邪
毒
を
駆
り
て
天
命
を
全
う
す
る
こ
と
、
是
れ
な
り
。
）

こ
こ
で
は
、
彼
の
前
述
の
如
き
思
惟
が
、
一
方
で
〈
学
〉
と
〈
思
〉
に
沿
っ
て
、
ま
た
同
時
に
〈
水
面
の
月
〉
の
例
を
挙
げ
て
知
１

行
（
Ⅱ
体
得
）
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
つ
ま
り
身
体
的
鍛
錬
を
通
じ
て
お
の
が
意
識
の
深
奥
に
お
い
て
人
間
存
在
の
妙
所
を
体
現
す
る
と

い
う
哲
学
的
実
践
、
す
な
わ
ち
修
行
の
様
相
に
お
い
て
、
〈
医
〉
・
〈
儒
〉
そ
し
て
〈
仏
〉
は
そ
の
典
型
で
あ
る
、
と
い
う
意
識
の
も
と

要
す
る
に
、
『
論
語
」
を
始
め
と
す
る
中
国
の
古
典
を
読
む
こ
と
は
、
「
儒
医
同
源
」
の
考
え
方
を
基
本
に
持
つ
琴
渓
に
と
っ
て
、
極

め
て
自
然
な
営
為
で
あ
り
、
彼
の
意
識
と
し
て
は
、
〈
医
〉
と
同
様
に
、
寧
ろ
彼
の
「
本
業
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
れ

ら
の
解
読
に
お
い
て
は
、
〈
医
〉
の
神
髄
を
究
め
て
こ
れ
を
体
得
す
る
の
と
全
く
同
様
に
、
水
面
に
映
ぜ
る
月
を
見
て
、
更
に
そ
の
向
こ

う
の
次
元
の
〈
真
月
〉
を
体
認
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
、
琴
渓
の
医
学
思
想
の
一
端
が
、
極
め
て
明
瞭
に

に
著
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
、
中
神
琴
渓
の
主
著
の
一
つ
「
生
生
堂
論
語
説
」
に
つ
い
て
、
先
ず
そ
の
体
裁
に
つ
い
て
書
誌
学
・
文
献
学
的
に
概
観
し
、
続

い
て
そ
の
内
容
の
解
析
を
行
な
い
、
以
て
琴
渓
の
医
学
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
。
先
ず
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
写
本
が
、
そ
れ
も
一
種
類
し
か
伝
わ
ら
な
い
、
文
字
通
り
の
稀
観
本
で
あ
る
。
た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
中
神
良
太
に

よ
る
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
解
析
す
る
に
は
全
く
問
題
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
内
容
は
、
要
す
る
に
、
琴
渓
の
「
論
語
」
を
始
め
と
す
る
中
国
古
典
に
対
す
る
、
豊
か
な
読
書
量
と
深
い
理
解
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
中
国
古
典
を
「
漢
文
訓
読
」
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
琴
渓
な
ら
で
は
の
「
字
形
」
に
よ
る
考
証
の
実
態
を
伝

え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
琴
渓
の
「
革
命
」
の
〈
志
〉
を
綴
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
特
に
三
番
目
は
、
琴
渓
の
止
む
こ
と
な
き

〈
医
道
〉
の
精
進
を
、
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

意
思
を
敷
術
す
べ
く
も
の
さ
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
彼
こ
そ
、
あ
る

意
味
で
は
、
正
に
真
の
「
儒
医
同
源
」
を
実
践
す
る
医
家
・
儒
者
で
あ
っ
た
、
と
言
い
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
琴
渓
は
、
荻
生
但
棟
の
『
論
語
」
解
釈
を
読
み
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
尚
い
ま
だ
飽
き
足
ら
ず
、
更
に
彼
自

身
の
見
解
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
所
謂
「
儒
医
同
源
」

の
思
想
が
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
解
釈
の
本
質
を
成
す
哲
学
的
意
識
は
、
単
な
る
「
注
釈
」
の
次
元
を
遙
か
に
超
え
た
医
学
思
想
に
基

づ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
『
生
生
堂
論
語
説
」
の
解
析
は
、
彼
の
医
学
思
想
・
医
学
説
の
基
盤
を
な
す
所
の
哲
学
的
意

識
の
解
明
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

結
語
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更
に
琴
渓
が
、
こ
の
『
生
生
堂
論
語
説
」
を
執
筆
し
た
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
琴
渓
は
、
荻
生
祖
棟
の
『
論
語
」
解

釈
を
読
み
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
尚
い
ま
だ
飽
き
足
ら
ず
、
更
に
彼
自
身
の
見
解
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
、
こ
の
「
生
生
堂

論
語
説
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
一
種
の
「
儒
医
同
源
」
の
思
想
が
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
解
釈
の
本
質
を
成

す
哲
学
的
意
識
は
、
単
な
る
「
注
釈
」
の
次
元
を
遙
か
に
超
え
た
医
学
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
従
っ
て
、
彼
の
考
証
の
当
否
を
論
じ
た
り
、
或
い
は
、
先
行
文
献
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
彼
の
本
旨
か
ら
す
れ
ば
的
外
れ
な
見
方
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
こ
の
「
生
生
堂
論
語
説
」

の
真
の
意
義
は
お
ろ
か
、
琴
渓
の
医
学
思
想
の
真
実
に
迫
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
『
生
生
堂
論
語
説
』

の
解
析
は
、
彼
の
医
学
思
想
・
医
学
説
の
基
盤
を
な
す
所
の
哲
学
的
意
識
の
解
明
に
ま
で
至
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
「
生
生
堂
論
語
説
」

を
特
に
取
り
上
げ
て
、
些
か
こ
れ
を
考
究
し
た
所
以
で
あ
る
。

注
と
参
考
文
献

（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
勝
『
日
本
医
学
史
」
、
四
三
一
頁
、
形
成
社
、
東
京
、
昭
和
五
十
四
年
、
を
参
看
。

（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
彼
の
『
生
生
堂
雑
記
』
（
底
本
は
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
、
『
中
神
琴
渓
」
〈
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
哩
を
用
い

る
、
二
五
八
頁
（
Ⅱ
巻
下
、
妬
ｂ
）
、
名
著
出
版
、
東
京
、
昭
和
六
十
年
、
）
に
く
…
…
刑
セ
ラ
レ
シ
屍
ヲ
我
自
ラ
解
体
シ
テ
胄
中
ヲ
見
ル
’
一
…
〉

と
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
解
剖
の
経
緯
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

（
３
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
前
掲
書
（
四
二
八
頁
）
を
参
看
。

（
４
）
〈
口
授
面
命
〉
は
「
漢
書
』
、
「
芸
文
志
」
と
「
詩
経
」
二
大
雅
」
、
「
抑
」
）
の
こ
と
ば
を
併
せ
て
一
句
と
成
す
も
の
で
、
琴
渓
の
創
作
で
は
な

い
が
、
彼
の
残
し
た
書
物
の
諸
処
に
散
見
す
る
、
殆
ど
彼
に
特
有
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
の
こ
と
ば
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
又
あ
ら
た
め
て

（
５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
取
り
敢
え
ず
は
、
拙
槁
、
「
中
神
琴
渓
引
書
孜
」
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
、
四
九
巻
四
号
、
六
七
五
頁
～
六
七
六
頁
、
平

成
十
五
年
、
ま
た
「
中
神
琴
渓
引
史
書
孜
ｌ
そ
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
の
文
献
学
的
概
観
ｌ
」
、
「
中
国
語
中
国
文
化
」
、
三
号
、
二
一
頁
～

い
が
、
彼
の

詳
論
し
た
い
↓
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（
Ⅱ
）
と
は
言
え
、
中
に
は
柤
侠
の
説
を
肯
定
す
る
も
の
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
見
受
け
ら
れ
る
（
例
え
ば
銘
）
。

（
吃
）
こ
こ
に
所
謂
「
儒
医
同
源
」
と
は
、
要
す
る
に
、
琴
渓
の
〈
医
〉
を
修
得
す
る
精
神
が
〈
儒
〉
の
そ
れ
に
被
さ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
す

も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
山
本
巌
が
指
摘
す
る
意
味
で
の
「
儒
医
一
本
」
二
東
医
雑
録
（
２
）
』
、
二
七
頁
’
二
九
頁
、
燈
原
書
店
、
東
京
、

平
成
三
年
）
と
、
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
い
さ
さ
か
紛
ら
わ
し
い
故
、
採
ら
な
い
で
お
く
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
匿
名

の
識
者
の
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
蝿
）
身
体
的
鍛
錬
を
通
じ
て
、
お
の
が
意
識
の
深
層
領
域
を
開
拓
し
、
そ
こ
に
人
間
存
在
の
真
実
を
体
現
し
よ
う
と
す
る
営
為
は
、
所
謂
東
洋
哲

学
に
典
型
的
な
一
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
背
景
を
無
視
し
て
琴
渓
ｌ
を
初
め
と
す
る
伝
統
的
な
医
家
達
ｌ
の
医
学
思
想
、
延
い
て

は
、
医
学
そ
の
も
の
は
決
し
て
理
解
し
え
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
取
り
敢
え
ず
は
、
拙
稿

「
老
子
・
〈
道
〉
・
市
中
の
隠
者
ｌ
老
荘
思
想
の
身
心
論
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
ー
」
、
「
思
想
』
、
八
六
四
号
、
五
一
頁
～
七
二
頁
、
平
成
八
年
、

を
参
看
。

（
８
）

（
９
）

（
、
）

五
三
頁
、
平
成
十
八
年
、
更
に
、
「
中
神
琴
渓
引
孟
子
孜
ｌ
そ
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
の
文
献
学
的
概
観
ｌ
」
、
「
研
究
紀
要
』
、
七
二
号
、

二
頁
～
二
二
頁
、
平
成
十
八
年
、
等
を
参
看
。

（
６
）
中
神
琴
渓
（
中
神
良
太
編
）
、
『
生
生
堂
論
語
説
（
謄
写
本
・
覆
刻
星
、
草
津
、
昭
和
五
十
一
年
。

（
７
）
番
号
は
、
上
掲
、
注
（
６
）
所
収
の
近
藤
啓
吾
、
「
中
神
琴
渓
と
生
生
堂
論
語
説
」
（
同
書
、
一
頁
～
二
十
頁
）
に
よ
る
。
拙
論
に
お
い
て
も

大
い
に
参
考
に
し
た
。
優
れ
た
論
孜
で
あ
る
。

（
８
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
掲
、
注
（
５
）
の
拙
槁
を
参
看
。

（
９
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
掲
、
注
（
７
）
の
近
藤
論
槁
を
参
看
。

同
上
。
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